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うたごよみに掲載する写真を募集しています。
まちの魅力を再発見できる写真のご応募をお待ちしています。

詳しくはこちら▶

　 �総務課秘書広報係　☎72-4559問 ＊短歌・俳句の投稿は	 ■短歌　清水しづ子さん（☎７２－５５４６）
	 ■俳句　又木　順子さん（☎７２－ ０１５９）

【北方地区・東上池】 川井富士男さん撮影
コスモスと猫
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